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●
は
じ
め
に

　

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
四
割
で
あ

り
、
必
要
な
食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存

し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。

青
果
物
に
つ
い
て
も
、
外
食
や
中
食
な
ど

食
の
外
部
化
に
対
応
し
て
、
冷
凍
加
工
品

の
輸
入
が
増
加
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
〇
〇
二
年
、
そ
の
主
力
生

産
国
で
あ
っ
た
中
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
冷

凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
エ
ダ
マ
メ
か
ら
基
準

を
大
き
く
超
え
る
残
留
農
薬
が
検
出
さ

れ
、
二
年
間
に
わ
た
る
輸
入
自
粛
が
行
わ

れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
八
年
に
発
生
し
た

「
毒
入
り
ギ
ョ
ウ
ザ
事
件
」
な
ど
に
よ
っ

て
、
同
国
産
食
料
へ
の
信
頼
が
大
き
く
揺

ら
ぎ
、
市
販
向
け
を
中
心
に
販
売
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
輸
入
商
社
等
で
は
中
国
に

替
わ
る
産
地
（
生
産
国
）
を
開
発
し
て
輸

入
先
を
シ
フ
ト
す
る
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
。
そ
の
代
替
産
地
の
ひ
と
つ
と
位
置

づ
け
ら
れ
た
の
が
ベ
ト
ナ
ム
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
こ
う
し
た
ベ
ト
ナ
ム
の
青
果
物

輸
出
の
動
向
な
ら
び
に
輸
出
向
け
冷
凍
野

菜
事
業
の
実
態
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

●
ベ
ト
ナ
ム
の
青
果
物
輸
出
と
日
本

　

図
1
は
ベ
ト
ナ
ム
の
青
果
物
輸
出
金
額

の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
一
九
九
五
年
に
六
〇
〇
万
米
ド
ル

で
あ
っ
た
輸
出
額
は
、
二
〇
〇
八
年
に
は

四
億
米
ド
ル
と
な
っ
て
お
り
、
一
二
年
間

で
七
・
三
倍
の
大
き
な
伸
び
を
記
録
し
て

い
る
。

　

次
に
、
青
果
物
輸
出
先
の
地
域
的
な
特

徴
を
み
る
と
、
東
ア
ジ
ア
が
五
六
％
で
最

も
多
く
、
E
U
が
一
五
％
、
東
南
ア
ジ
ア

一
一
％
、
北
米
九
％
と
続
い
て
い
る
（
図

2
参
照
）。
こ
の
う
ち
東
ア
ジ
ア
で
は
、

中
国
が
単
独
で
全
体
の
二
三
％
、
日
本
が

一
五
％
を
占
め
て
い
る
。
な
お
、
一
九
九

八
〜
二
〇
〇
四
年
に
わ
た
る
六
年
間
の
伸

び
率
は
、
東
ア
ジ
ア
の
二
・
七
倍
、
東
南

ア
ジ
ア
の
三
倍
に
対
し
て
、
C
I
S
九
・

六
倍
、
北
米
六
倍
、
E
U
五
倍
と
な
っ
て

お
り
、
伸
び
率
で
は
欧
米
の
方
が
は
る
か

に
高
い
値
を
示
し
て
い
る
。

　

日
本
へ
の
青
果
物
輸
出
金
額
は
順
調
に

拡
大
し
て
き
た
も
の
の
、
二
〇
〇
五
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
日
本
の

シ
ェ
ア
は
続
落
し
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
日
本
向
け
輸
出
量

は
一
万
六
〇
〇
〇
ト
ン
（
野
菜
八
〇
％
、

果
実
二
〇
％
）、
う
ち
冷
凍
野
菜
が
五
四

〇
〇
ト
ン
で
全
体
の
三
分
の
一
を
占
め

る
。

　

こ
の
日
本
向
け
冷
凍
野
菜
輸
出
に
つ
い

て
図
３
か
ら
み
る
と
、
二
〇
〇
二
年
の
中

国
産
残
留
農
薬
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
二

〇
〇
三
、
〇
四
年
は
対
前
年
比
三
倍
と
い

う
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
品
目
的
に
も

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
エ
ダ
マ
メ
が
中
心
で
あ

り
、
中
国
産
の
ト
ラ
ブ
ル
と
の
直
接
的
な

関
連
を
示
し
て
い
る
（
二
〇
〇
五
年
に
両

品
目
の
占
め
る
割
合
は
八
四
％
）。
た
だ

し
、
日
本
へ
の
輸
出
は
二
〇
〇
五
年
（
七

七
〇
〇
ト
ン
）
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に

入
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
七

割
水
準
に
縮
小
し
た
。
ま
た
、
対
日
輸
出

を
牽
引
し
て
き
た
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
お
よ
び

エ
ダ
マ
メ
の
割
合
は
三
六
％
に
大
き
く
低

下
し
、替
わ
っ
て
カ
ン
シ
ョ
、バ
レ
イ
シ
ョ

が
増
加
す
る
等
、
品
目
交
替
が
顕
著
で
あ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
青
果
物

輸
出
は
ほ
ぼ
順
調
に
伸
長
し
て
い
る
。
そ

の
市
場
と
し
て
は
欧
米
向
け
が
急
伸
し
て

い
る
の
に
対
し
、
東
ア
ジ
ア
向
け
は
シ
ェ

ア
こ
そ
大
き
い
も
の
の
、
日
本
向
け
が
縮

小
し
た
の
を
は
じ
め
、
伸
び
率
は
鈍
化
し

て
い
る
。
以
下
で
は
、
日
本
向
け
に
高
品

質
野
菜
を
生
産
す
る
ダ
ラ
ッ
ト
高
原
な
ら

び
に
欧
米
向
け
に
重
点
を
置
く
メ
コ
ン
デ

（出所）International merchandise Trade Viet Nam, 1999-2004, General Statistics OfficeおよびGSO Vietnam.

図1　ベトナムからの青果物輸出金額の推移
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図2　ベトナムの輸出地域別青果物輸出額のシェア―2004年―
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ベトナムの青果物輸出と冷凍野菜流通

ル
タ
の
加
工
企
業
の
集
荷
販
売
対
応
を
明

ら
か
に
し
て
い
く
。

●
日
本
向
け
高
品
質
野
菜
産
地

　

〜
ダ
ラ
ッ
ト
高
原
〜

　

ダ
ラ
ッ
ト
高
原
は
ベ
ト
ナ
ム
中
部
、
ラ

ム
ド
ン
省
の
東
部
に
広
が
る
高
原
で
あ

り
、
年
間
通
し
て
熱
帯
と
し
て
は
冷
涼
な

気
候
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
以
降

の
六
年
間
で
野
菜
栽
培
面
積
は
一
・
九
倍
、

生
産
量
も
二
・
一
倍
と
い
ず
れ
も
急
速
に

伸
び
て
き
た
。

　

ダ
ラ
ッ
ト
高
原
に
は
冷
凍
野
菜

加
工
企
業
が
合
わ
せ
て
五
社
展
開

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
日
本
へ
の

輸
出
を
主
力
事
業
と
し
て
い
る
。

そ
の
嚆こ
う

矢し

と
な
っ
た
の
は
、
日
本

の
青
果
物
卸
売
業
者
と
総
合
商
社

が
出
資
し
て
一
九
九
九
年
に
設
立

し
た
D
J
社
で
あ
り
、
二
番
手
は

二
〇
〇
二
年
設
立
の
G
H
社
（
台

湾
資
本
）
で
あ
る
。
後
者
も
台
湾

に
お
け
る
日
本
市
場
向
け
冷
凍
野

菜
事
業
の
延
長
線
上
で
ベ
ト
ナ
ム

に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
二

〇
〇
四
、
〇
五
年
に
地
元
資
本
の

三
社
が
加
わ
り
、
現
在
の
五
社
体

制
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
冷
凍
加
工

企
業
は
残
留
農
薬
基
準
を
は
じ
め
、

日
本
の
厳
し
い
品
質
基
準
を
ク
リ

ア
す
る
た
め
、
加
工
過
程
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
原
料
野
菜
の
生
産

過
程
に
も
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

い
る
。

　

こ
の
う
ち
D
J
社
は
設
立
当
初
、
様
々

な
野
菜
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
生
産
し
、

中
国
産
の
残
留
農
薬
事
件
以
降
は
ホ
ン
レ

ン
ソ
ウ
生
産
に
重
点
化
し
た
。
し
か
し
、

葉
菜
類
は
栽
培
管
理
が
難
し
い
と
し
て
、

徐
々
に
カ
ン
シ
ョ
と
カ
ボ
チ
ャ
へ
の
転
換

を
進
め
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
こ
の
二
品

目
に
生
産
を
絞
っ
て
い
る
。
同
社
は
冷
凍

カ
ン
シ
ョ
お
よ
び
カ
ボ
チ
ャ
の
製
造
の
た

め
、
合
わ
せ
て
一
〇
〇
戸
、
四
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
契
約
農
場
を
設
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
G
H
社
は
、
中
国
産
冷

凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
輸
出
が
止
ま
っ
た
の

を
き
っ
か
け
に
事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
加

工
企
業
で
あ
り
、
当
初
か
ら
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
と
エ
ダ
マ
メ
を
主
力
品
目
と
し
て
い

る
。
図
4
は
同
社
の
原
料
野
菜
生
産
農
場

の
分
布
を
み
た
も
の
で
あ
る
。
同
社
は
原

料
野
菜
調
達
の
た
め
、
直
営
農
場
を
二
カ

所
（
合
わ
せ
て
三
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
設
置

し
て
い
る
ほ
か
、
契
約
農
家
約
一
〇
〇
戸

合
わ
せ
て
一
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
契
約
農

場
を
擁
し
て
い
る
。

　

続
い
て
表
1
は
、
一
一
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
場
で
野
菜
を
生
産
す
る
G
M
社
（
日

本
の
総
合
商
社
も
出
資
）
の
出
荷
品
目
を

み
た
も
の
で
あ
る
。
同
農
場
で
は
一
六
品

目
の
う
ち
、
カ
ン
シ
ョ
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

な
ど
六
品
目
、
面
積
の
七
割
を
冷
凍
加
工

向
け
に
各
社
と
契
約
し
多
元
販
売
し
て
い

る
。
残
り
の
三
割
は
生
鮮
野
菜
と
し
て
国

契約農場集中地域（エダマメ）

契約農場分布地域（エダマメ）

契約農場集中地域（ホウレンソウ）

契約農場分布地域（ホウレンソウ）

LAM DONG
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LAC DUONG 
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Ta Nung 
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Nam Ban 

Ninh Loan Ta Nhien 

25km
DA LAT 

DON DUONG 

DUC TRONG 

LAM HA 

CAT
TIEN

DA TEH

DA HUOAI

BAO
LOC

GH社所在地

直営農場

廃止された直営農場

（出所）財務省『貿易統計』。

図3　ベトナム産冷凍野菜の日本向け輸出量

（出所）GH社への聞き取り調査（2008年6月実施）。

図4　GH社による農場配置状況
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内
四
、
海
外
（
東
南
ア
ジ
ア
域
内
）
六
の

割
合
で
出
荷
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
各
社
の
原
料
調
達
先
は

直
営
農
場
と
契
約
農
場
か
ら
な
り
、
い
ず

れ
の
場
合
で
も
、
加
工
企
業
は
ま
ず
予
定

農
地
の
水
質
、
土
壌
な
ら
び
に
周
辺
環
境

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
か
ら
生
産
に
入
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
原
料
野
菜
の
生
産
中
に
も

技
術
指
導
員
を
各
農
場
に
常
駐
な
い
し
巡

回
さ
せ
、
生
育
状
況
お
よ
び
栽
培
方
法
、

特
に
農
薬
使
用
状
況
に
つ
い
て
細
か
い

チ
ェ
ッ
ク
と
指
導
を
実
施
し
て
い
る
。
日

本
が
二
〇
〇
六
年
に
施
行
し
た
残
留
農
薬

の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
に
対
応
す
る
た

め
、
当
該
圃
場
は

も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
周
辺
農
地
か

ら
の
農
薬
飛
散
・

流
入
の
防
止
が
極

め
て
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

　

ダ
ラ
ッ
ト
高
原

は
元
々
、
国
内
市

場
向
け
に
産
地
化

し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
現
在
で
も
国

内
向
け
の
生
鮮
野

菜
出
荷
は
一
定
の

比
重
を
占
め
て
い

る
。
し
か
も
近
年

は
A
S
E
A
N
域

内
の
貿
易
が
活
発

化
し
、
そ
の
需
要

を
背
景
に
集
荷
商

人
が
庭
先
集
荷
を

行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し

て
、
契
約
農
家
の

中
に
は
、
加
工
企

業
と
契
約
し
た
野

菜
に
つ
い
て
も
生
鮮
野
菜
と
し
て
高
値
で
売

り
抜
け
て
し
ま
う
も
の
が
続
出
し
、
各
社
の

悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
る
。

●
欧
米
向
け
の
青
果
物
加
工
産
地

　

〜
メ
コ
ン
デ
ル
タ
〜

　

ア
ン
ジ
ャ
ン
省
は
ベ
ト
ナ
ム
南
部
、
メ

コ
ン
デ
ル
タ
に
位
置
す
る
平
坦
な
地
域
で

あ
る
。
同
省
は
水
稲
が
主
要
作
目
で
あ
る

が
、
堤
防
が
整
備
さ
れ
た
地
域
を
中
心
に

野
菜
作
が
急
速
に
拡
大
し
て
い
る
。
二
〇

〇
〇
〜
〇
五
年
の
六
年
間
で
野
菜
生
産
量

は
二
・
四
倍
と
な
っ
た
。
同
省
で
生
産
さ

れ
る
青
果
物
の
品
目
と
出
荷
時
期
は
表
2

の
通
り
で
あ
り
、
果
実
は
通
年
で
収
穫
可

能
な
品
目
も
あ
る
が
、
野
菜
は
乾
季
に
収

穫
さ
れ
る
も
の
が
や
や
多
い
。

　

ア
ン
ジ
ャ
ン
省
に
お
い
て
青
果
物
の
加

工
事
業
を
行
っ
て
い
る
の
は
A
T
社
一
社

で
あ
る
。
同
社
は
省
内
の
農
民
に
肥
料
や

農
薬
を
供
給
す
る
た
め
、
一
九
七
五
年
に

設
立
さ
れ
た
国
営
企
業
で
あ
る
。
一
九
九

三
年
に
青
果
物
の
加
工
工
場
を
建
設
し
、

青
果
物
の
加
工
事
業
を
開
始
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
に
は
さ
ら
に

大
規
模
な
工
場
を
整
備
し
、
加
工
事
業
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
日
本
へ
の
直
接
輸

出
を
開
始
し
た
。

　

同
社
の
輸
出
実
績
は
七
五
〇
〇
ト
ン
で

あ
り
、
こ
の
う
ち
ベ
ビ
ー
コ
ー
ン
が
三
七

〇
〇
ト
ン
（
日
本
向
け
三
五
〇
ト
ン
）、

エ
ダ
マ
メ
一
三
〇
ト
ン
（
全
量
日
本
向

け
）、オ
ク
ラ
七
〇
ト
ン（
日
本
向
け
な
し
）

な
ど
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
〇
七
年
実

績
）。
オ
ク
ラ
に
つ
い
て
も
、
か
つ
て
対

日
輸
出
し
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
基

準
値
を
超
え
る
残
留
農
薬
が
検
出
さ
れ
て

以
降
、
輸
出
が
止
ま
っ
て
い
る
。
同
社
の

主
な
輸
出
先
は
E
U
（
七
〇
％
）
と
北
米

（
一
五
％
）
で
あ
り
、
日
本
向
け
は
六
％

と
低
い
。

　

同
社
に
よ
る
原
料
調
達
の
特
徴
は
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
（
仕
入
代
行
業
者
）
と
の
数
量

契
約
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
個
々
の

農
家
は
平
均
一
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
小
規

模
な
た
め
、
各
農
家
と
の
直
接
取
引
は
手

間
が
か
か
り
、
ま
た
、
配
布
し
た
種
子
で

生
産
し
た
野
菜
を
農
家
が
転
売
し
て
し
ま

う
と
い
う
問
題
も
起
こ
る
。
そ
こ
で
同
社

で
は
、
初
期
に
は
農
協
を
農
家
の
取
り
纏

め
役
と
し
て
利
用
し
、
近
年
は
よ
り
小
回

り
が
効
く
と
い
う
理
由
で
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

利
用
へ
の
切
り
替
え
を
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
同
社
が
利
用
し
て
い
る
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
は
ベ
ビ
ー
コ
ー
ン
が
一
〇
〜
一

五
人
（
季
節
に
よ
っ
て
増
減
）、
エ
ダ
マ

メ
が
一
〇
人
、
オ
ク
ラ
は
一
人
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
は
同
社

か
ら
排
他
的
な
集
荷
圏
を
設
定
さ
れ
て
お

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
荷
圏
は
互
い
に
重

合
し
て
い
る
。
な
お
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の

中
に
は
、
他
省
の
加
工
企
業
と
の
間
で
加

工
原
料
野
菜
の
取
引
を
並
行
し
て
行
っ
て

い
る
者
も
お
り
、
特
定
の
加
工
企
業
に
全

面
的
に
依
存
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。

　

こ
う
し
た
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
利
用
し
た

（出所）GM社パンフレットおよび聞き取り調査（2008年6月）。
（注）＊印は冷凍加工向け。

表1　GM社の収穫カレンダー
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数
量
契
約
の
含
意
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ

は
生
産
圃ほ

場
じ
ょ
う

が
事
後
的
な
把
握
に
留
ま
る

こ
と
で
あ
り
、
原
料
野
菜
の
栽
培
管
理
の

点
で
は
、
必
ず
し
も
十
全
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
集
荷
圏

を
設
定
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
集
荷
競
争

を
生
起
さ
せ
る
と
同
時
に
、
A
T
社
に
対

す
る
交
渉
力
を
減
殺

す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

●
む
す
び
に
か
え

て
　

以
上
、
輸
出
市
場

を
睨
み
つ
つ
も
対
照

的
な
事
業
展
開
を
図

る
二
地
域
の
野
菜
加

工
企
業
に
つ
い
て
紹

介
し
た
。
改
め
て
整

理
す
れ
ば
次
の
よ
う

に
な
ろ
う
。（
図
5

参
照
）

　

ダ
ラ
ッ
ト
高
原
に

お
い
て
は
日
本
向
け

に
輸
出
す
る
た
め
、

直
営
も
し
く
は
契
約

農
場
に
お
い
て
原
料

野
菜
を
生
産
し
、
圃

場
レ
ベ
ル
の
厳
格
な

栽
培
管
理
を
実
施
し

て
い
た
。
こ
れ
に
対

し
て
メ
コ
ン
デ
ル
タ

の
企
業
で
は
主
に
欧

米
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
冷
凍
野
菜
を
生

産
し
て
い
る
。
原
料
野
菜
は
エ
ー
ジ
ェ
ン

ト
と
の
数
量
契
約
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
て

お
り
、
栽
培
管
理
と
い
う
点
で
は
比
較
的

緩
や
か
な
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
輸
出
先
に
よ
っ
て
異
な

る
品
質
管
理
水
準
に
合
わ
せ
て
、
各
企
業

は
原
料
集
荷
方
式
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い

る
。
た
だ
、
日
本
向
け
は
品
質
管
理
費
用

が
嵩
む
割
に
価
格
の
上
方
修
正
が
困
難
な

た
め
、
近
年
そ
の
魅
力
は
急
速
に
減
退
し

て
き
て
い
る
。
ま
た
、
加
工
企
業
が
日
本

に
焦
点
を
当
て
て
も
、
契
約
農
家
が
生
鮮

向
け
に
転
売
し
て
し
ま
う
等
、
足
下
は
盤

石
で
は
な
い
。
日
本
経
済
が
デ
フ
レ
状
況

を
脱
し
な
い
限
り
、
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
青

果
物
輸
出
は
回
復
困
難
で
あ
ろ
う
。

（
さ
か
づ
め　

ひ
ろ
し
／
北
海
道
大
学
大
学

院
農
学
研
究
院
）
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（出所）アンジャン大学資料。

表2　アンジャン省における青果物の出荷時期

高い

高い

低い

低い

《調達コスト》

《
品
質
管
理
レ
ベ
ル
》

卸売市場
（スポット購入）

直営農場

契約農場

数量契約
（エージェント利用）

図5　要求される品質管理レベルと調達チャンネル

（出所）筆者作成。




